
②経 絡 呼 吸 （活用など） 
 

①最良の健康へ 日頃から丹田（体の中心）に天人地（現世）の生命力を培養する。 

②自らの治療へ 
吸気の気で患部（滞り）をつつんで、呼気の気で患部（滞り）の絡

から

みを 

解
ほぐ

すようにゆっくりゆっくり吐き出す。 

③人への手当に 
呼気の気で患部（滞り）や経絡に手を当てて、障害（滞り）・疾患の絡

から

みを 

解
ほぐ

すよう治療する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肩甲骨上下動 

環軸関節（咀嚼の軸） 

後頭骨 

脊髄液 

人 の 気 

天 の 気（北極星―北斗七星―大宇宙） 

嗅覚刺激→脳刺激 

日光（セロトニン） 

（天） 

地 の 気（各種栄養・水分） 

先ず消化器で摂取 

地 底（中心から） 

息を吐いた分だけ 

地の気が入ることを感じつつ 

丹 田（天人地） 
仙 骨（脊髄液  煽

あお

り返し） 

横隔膜上下動（仙骨刺激） 

（天） 

（言霊、歌、笑い、気合） 

（手 当） 

内臓強化 

いつでもどこでもおいしく吸って 

心地よく吐いて最良の人生を！！ 

いついつ 

臀筋、肛門の活性 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


